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朴 (ぼく)書房といふのは、李 (り)書房とは少しタイプを異 (こと)にした男だ。彼 (かれ)は五十の峠 (とうげ)を越 (こ)したであらう。つぎはぎの朝鮮 (せん)服のパヂに古洋 (ふるよう)服の上衣を着て、中々スマートなロイド眼 (め)鏡を掛け、土耳古帽 (ぼう)のやうなものを頭 (あたま)の上に載 (の)せてゐる。それは古 (ふる)い學生帽 (ぼう)のひさしの取れたものと知れた。彼 (かれ)は朝から晩 (ばん)まで枯枝 (かれえだ)を拾つてゐる。
「それを拾つてどうするんです」
「板頭房に焚 (た)きまさあ。そしたら温 (おん)突がとても暖 (あたた)まりますぜ」
「そんなに澤 (たく)山焚 (た)くんですか」
「焚 (た)いて餘 (あま)つたら賈りまさあ」
「そのお金はどうするんですか」
「障子紙を買つたり――お金があれば何かに使ひ道がありまさあ」
朴 (ぼく)書房は金を拵 (こしら)へるところまでは知つてゐるが、使ひ道までは考 (かんが)へたことがないやうであつた。それもその筈 (はづ)で、板頭房にゐれば、食 (く)ふには困 (こま)らず、坊 (ぼう)さん達の着古 (ふる)しやボロを繼 (つ)ぎ合わせて着物にすれば、被 (ひ)服を買ふといふこともあり得ない。
「朴 (ぼく)書房はおかみさんはありませぬか」
「そんなものありませぬや」
「おかいさんは嫌 (きら)ひですか」
「一度貰 (もら)つて子供 (とも)も出來たが、壬戊の歳 (とし)に死 (し)んでしまひやしたよ」
「また貰 (もら)う氣にはなりませぬか」
「面倒 (めんどう)臭いから止めちやいやしたよ」
　中々頭 (あたま)のよい答辧 (とうべん)振りである。
「朴 (ぼく)さんは坊 (ぼう)さんではないですか」
「一時は坊 (ぼう)主になつて十年許り念佛 (ねんぶつ)も唱 (とな)へやしたよ。しかしそれも面倒 (めんどう)臭いから止ちやいやしたよ」
これは大變 (へん)だと思 (おも)つた。
それかといつて、朴 (ぼく)さんは決して懶け者でない。彼 (かれ)も勤勉 (べん)さにおいては李 (り)書房と好 (こう)一對だ。實によく歩き廻 (まは)つては、實によく枯枝を集めて來る。勿論 (もちろん)一本だつて決して樹 (き)から折 (を)りはしない。たゞ落ちてゐるのを拾ふだけである。
朴 (ぼく)書房で思 (おも)い出したが、私は子供 (ども)をつれてよく貞陵の松林の中をうろついた。大都 (と)市の近所とは思 (おも)はれない程 (ほど)幽 (ゆう)邃なところだ。松の樹齢 (じゆれい)は未 (いま)だ若いが、溪谷 (こく)も林 (りん)相も相當なものである。しかもつゝじの名所で、實に到 (いた)る處 (ところ)につゝじがある。溪川のせゝらぎも小鳥の聲 (こゑ)も聽 (き)かれる。
さて、この貞陵 (ていれう)の松林 (はやし)で必らず出遇ふ一人の老 (ろう)人がある。彼 (かれ)はどうしても八十を越 (こ)してゐるに違 (ちが)ひない。この老 (ろう)人は毎日鎌 (かま)をもつて貞陵 (ていれう)の松林 (はやし)に忍 (しの)び入つては、枯枝 (かれえだ)を拾ふと見せて、いろいろな灌 (くわん)木を切るのだ。まだ葉が開いてゐないから、生木でも枯枝 (かれえだ)と見せるつもりなのであらう。三本あるものゝ中から一本を切るといふやりかたであるが、それが毎日と來るから結 (けつ)局 (きよく)は一本殘らず皆 (みな)切つてしまふ勘 (かん)定になる譯 (わけ)だ。
ところが或日、私は、この老 (ろう)人が實に殘忍 (にん)なことをしてゐるのに出逢 (あ)つた。それは鎌 (かま)先でぽつりぽつり地面 (めん)に現はれた松の木の根 (ね)を切ることであつた。
「お爺さん。そんなことしたら松が枯れるぢやありませぬか」
私は思 (おも)はず憤慨 (ふんがい)した。
「土の上に出てゐるものだけを切り取るんだから、松が枯れるやうなことはないよ」
と、この老 (ろう)人は私を睨 (にら)んで居 (い)丈 (たけ)高に吐 (は)き出し、一層 (そう)活潑に松の根 (ね)を切る工 (こう)作を進 (しん)行するのであつた。
「もしもし。土の上に出てゐる根 (ね)を切つて了つたら土の下に殘つた根 (ね)も役に立たぬぢやないですか」
　私もしつこくかゝつて行つたのである。（『京城日報』1940年5月21日）
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